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An altered immunologic reactivity of retested old tuberculin (0T) at the sama site has 

been shown by von Pirquet already in 1908. He noted that the reaction retested at the same 

site after a prior reaction was markedly accelerated. The reaction began at 2-3 hours, and 

was maximum at 12-24 hours, whereas the tuberculin reaction at a virgin site, with his 

technique, began at 12 hours and was maximum at 48 hours. His observation has been amply

 confirmed, and accelerated reaction occured on second injection regardless of the interval.

In this report, the reactivity of tuberculin active peptide (TAP), which was purified by 

Yamamura et al., was compared with that of OT at a site retested after a prior reaction and 

following results were obtained.

1) When OT and TAP were retested at the exactly same site after a reaction of OT and 

TAP respectively, with intervals of 2 weeks, both reactions were likewise accelerated, and when 

retested at a site kept apart 5 cm from a site after prior reaction of OT and TAP, both reactions 

were the same as at the virgin site.

2) When OT and TAP were retested at the margine of erythema of previous reaction
long diameter-short diameter i

njected 2 weeks ago (namely,4separated) OT reaction was ac 

celerated, but TAP reactions has shown the same as at a virgin site.

Next, OT was retested at a margin of erythema of TAP reaction, and TAP was retested 

at a margine of erythema of OT, both with intervals of 2 weeks.OT reaction was the same 

as at a virgin site, on the other hand, TAP reaction was accelerated by the effects of previous 

OT reaction.

From the results, it was concluded that TAP was less potent than OT in effect of accelera

tion of delayed hypersensitive reaction at a site retested after a prior reaction.

*From Kinki Central Hospital of the Mutual Benefit Association of Public Schools.

旧ツベル ク リン(OT)を 人体 に皮下接種 した場合,反

応 は接種後12時 間 ごろよ り始 ま り,48時 間で最大値を

赤 すのに対 し,洞 一局所に再度接種 した ときには,そ の

反 応 は2,3時 間 後 に始 ま り,12～24時 間 で最 大 値 を示

す ご とは,す で にPirquet1)に よつ て19略 年 に観 察 さ

れ,.わ が 国 で も柳 沢2),鈴 木3),小 池41,後 藤5),塩 田6)
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らの実験的研究に よつて この事実が確認 されてい る。

著者 らは,山 村が開発 した ツベル ク リン活性ペプチ ド

(TAP)を 用い,そ の反応性をOTと 比較検討 した ので

報 告す る。

実験材料および方法

OTは 標 準OTの2,000倍 溶 液0.1ml,TAPは 前

記OTと ほ ぼ 等 力 価 と認 め られ るTAP2.5μg/mlの

0.1mlを 使 用,こ れ らを それ ぞ れ 皮 内 に接 種 した 。

被験対象 は,精 神病院に入院 し,長 期にわたつて ツベ

ル ク リン反応を実施 していない患者を選び,し か もツベ

ル ク リン反応に影響を与 えると思われ る薬剤投与中の も

のは険外 した(

実施局所は,前 脾 の上1/3掌 面を選び、左右 の前騰を

交互 に注射す る薬剤をか え,左 右に よる誤差をな くす る

ことに努めた。

初 回接種 日か ら再度接種 日ま で の 間隔は,す べて14

日とし,判 定 は発赤を もつて測定 した。

実 験 成 績

1) 初 回TAP, OT接 種 同一局所へ 再度 それぞれ,

TAP,OT接 種 した52例 につ いての成績 は表1に 示す

ご とくである。

初 回時に おいて はTAP,OTと もそ の平均値は24時

間値 よ り48時 間値が大 きいが,同 一局所へTAP,OT

をそれぞれ再度接種 した場合、再接種時 の発赤 の平均値

はいずれ も24時 間値が48時 間値 よ り大 なる値を示 し

た℃

また(24時 間値 一48時 間値)を48時 間値 で徐 した

Table 1. Results of Diameter of TAP and OT 
at an Exactory Same Site, Previously 

Injected TAP and OT
a) Mean Value of Erythema diameter (mm)

b) Number of cases of 
12 hour's diameter-48 hour's diameter

 48 hour's diameter

値 をみ る と,初 回例 ではTAP,OTい ずれ も負を示す'

例が多い のに対 し,再 度接種例 におい ては正 を示す例が

多い。

2)　 初 回TAP,OT接 種 局所 か ら5cm離 して,2

週後TAP,OTを 再接種 した42例 の成績 は表2に 示;

す ご とくである。

この再接種時 の発赤 の平均値は,TAP,OTい ずれ も

24時 間値 よ り48時 間値が大 き く,〔24時 間値 一48時 間

値〕 を48時 間値 で徐 した値 を示す例が,TAPに おい

ては88%,OTに おいては64%を 示 した。す な わ ち

初 回に実施 したTAP,お よびOTが 再接種時のTAP'

お よびOTの 反 応に与え る影 響が少ない ことを示 してい

る。

3)　 初 回TAP,OT接 種局所か ら,そ の発赤 の長径

+短 径/4を 離 して(す なわ ち初 回接種時 の発赤 の辺縁部

Table 2. Results of Diameter TAP and OT,. 
Kept 5 cm Apart from Previous Site of 

TAP and OT 
a) Mean value of erythema diameter (mmy'

b) Number of cases of 
12 hour's diameter-48 hour's diameter

48 hour's diameter

Table 3. Results of Diameter TAP and OT, 

KeLong Diameter+Short Diameter mm pt 4

Apart from Pievious TAP and OT 
a) Mean value of erythema diameter (mm)

b) Number of cases of 
12 hour's diameter-48 hour's diameter

48 hour's diameter
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Table 4. Results of Diameter, OT was Retested, 
Long Diameter+Short Diameter KeptApart 

4 
from Previous TAP, TAP also Retested, 

Kept Same Milimeter Apart from 
Previous OT 

a) Mean value of diameter of erythema (mm)

b) Number of cases of 
12 hour's diameter-48 hour's diameter 

48 hour's diameter

に相 当す る)再 度TAP, OTを 接 種 した31例 の成績

は,表3に 示 す ごとくである。

その再接種時 の発赤 の平 均値 は,TAPの 場 合は,24

時間値 よ り48時 間値が大 なる値 を示 す の に対 し,OT

においては24時 間値 と48時 間値の間にはほ とん ど差

を認 めない。

また(24時 間値 一48時 間)を48時 問値で徐 した値

においても,TAPで は全例 の74%が 負の 価を示 し,

初 回接種TAPが,再 接種TAPに 与え る影響が少ない

こ とを示す のに対 し,OTの 場合,正 と負にほぼ均等な

分散 を認 め,初 回接種OTが 再接種OTに 少なか らざ

る影響 を及 ぼ している もの と考え られ る。

4)　 初 回TAP接 種局所へ はOTを,初 回OT接 種

局所へ はTAPを,そ れ ぞれ その発赤 の長径+短 径/4を

離 して再接種 した23例 の成績は表4に 示 す ごとくであ

る。

再接種 の発赤 の平均値 は,再 度TAP(初 回OTの 局

所へ接種)に おいては、24時 間値 と48時 間値 にほ とん

ど差 を認 めなかつた のに対 し,再 度OT(初 回TAPの

局所へ接種)に おい ては,24時 間値 よ り48時 間値 が大

き く,〔24時 間値-48時 間値〕を48時 間値 で徐 した値

において も,再 度TAPの 場合は正か ら負に及 ぶば らつ

きを示 し,初 回に接種 したOTの 影響が大 きい ことを現

わすのに対 し,再 度OTの 場合は,負 を示 す例が64%

とな り,初 回 に接種 したTAPの 影響 が少ない ことを示

している。

総括および考察

著者 らは,山 村が開発 したTAPお よびOTを 用い,

人体 の同一局所に再度接種 した 場 合 の初 回接種TAP,

OTの 及ぼす影響について比較 検討 し,TAPはOTよ

りも再接種の さいのTAP,OTに 与える 影響が 少ない

ことを認めた。

すなわち全 く同一局所に再接種 した場合は,TAP,OT

とも同様に反応が促進 され、初回接種局所か ら5cm離

した場合には,TAP,OTと も初回接種 の影響を受けな

い ことを認 め た の に対 し,初 回反応の発赤の長径+短

径/4を 離 して再接種 した場 合には,初 回接種 のTAPは

OTに 比較 して,再 接種 時のTAP,OT反 応 に及ぼす

影響はは るかに少ない。

再度 ツベル ク リン反応を実施す る場合に前回実施の影

響を避け るた めには,前 回実施局所か ら,前 田7)は5～8

m,池 上8)は5cm離 す必要があ る と述べてい るが,著

者 らは,TAP,OTと も5cm離 した場合には前回実施

の影響を認めなかつた。

また松島 ら9)は,(A)前 回発赤 の直径 の1/2離 して再度

実施 した群,(B)前 回発赤 の直径 の1.5倍 離 した群,◎ 前

回の発赤の直径の2倍 離 した群 について,そ れぞれOT

について対照部位 と比較検討 してい る。そ して(A)では軽

度なが ら前回接種 の影響がみ られたが,(B),(c)に おいて

は48時 間後 の経過 も,強 さも,対 照部位 と同じ く前回

の影響を全 く認めなかつたo

私たち の成績では,長 径+短 径/4す なわ ち直径 の1/2

だけ離 した場合には,初 回OT実 施 に お い て,再 接種

TAP,OTに 影響を与えてい るのに対 し,初 回実施TAP

においては,再 接種TAP,OTに 及ぼす 影響はほ とん

ど認め られなかつた。

再度 同一局所に ツベル ク リン反応を実施 した場合の反

応 の促進については、い まだ十分に解 明され て い な い

が,岡 田10)は、 ツベル ク リン液の局所潴溜,ま たは吸収

速度が変化す るのではないか と考え,PPD-Sを1131で

標識 し,感 作 した動物 のッベル ク リン初回部位,頻 回部

位,お よび非感作動 物 に つ い て,PPD-Sの 吸収速度 の

比較検討を してみたが,3者 の間には全 く差 異 を 認 め

ず,局 所におけ る抗 原抗 体反応に基 づ く組織の反応性の

変化に よるのではないか と述べてい る。

再度実施 した ツベル ク リン反 応 に及 ぼす影響が,TAP

はOTに 比 しはるかに少 ない のは、そ の分子量が,OT

蛋白に比較 して小 さく,そ の抗 体産生能力 も,OTよ り

弱いためではないか と思われ る。

結 論

同一局所に くり返 しツベル ク リン反応を実 施 す る 場

合,ツ ベル ク リン活性ペ プチ ドは旧 ツベル ク リンよ りも

再接種時の反応に及ぼす影響が少 ない。

擱筆に臨み懇切な御援助を賜わつた浅香山病院副院長

高橋重幸博士に深甚なる感謝を捧げる。
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